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　本論文は、典型的な渦巻銀河である M51 の全面の一酸化炭素分子 COを観測し、その運動と分子雲の形
成進化を研究したものである。 M51 は距離 9.6Mpc （1pc ＝ 3.26 光年）と比較的近傍にあって銀河面を上か
ら見た銀河であるため、本研究には適している。また、きれいな 2本の渦状腕を持つ典型的な渦巻銀河であ
るので、分子雲の性質や運動と渦状腕との関係を調べるには最も適した銀河である。
　観測は国立天文台の野辺山 45m電波望遠鏡を用いて 2004 年から 2007 年にかけて行われた。周波数
115.2712GHzで放射される一酸化炭素分子 COの J＝ 1－ 0輝線を 25 マルチビーム受信機（BEARS）を用い
て銀河面上の 25 点を同時観測することによって実施された。角分解能は 16”（銀河において 745pc）であり、


















学 位 の 種 類 博　　士（理　　学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　5264　号
学位授与年月日 平成 22 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当
審 査 研 究 科 数理物質科学研究科
学位論文題目 Kinematics and Distribution of Molecular Gas in the Spiral Galaxy 
M51
（渦巻銀河 M51 の分子ガスの運動と分布）
主　査 筑波大学教授 理学博士 梅　村　雅　之
副　査 筑波大学教授 理学博士 中　井　直　正
副　査 筑波大学准教授 博士（理学） 森　　　正　夫









審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文では、1個の銀河面全体の COの観測データから分子ガスの速度ベクトルと回転軌道を求め、シェ
アー運動から巨大分子雲（GMA）や巨大分子雲複合体（GMA）の形成や分裂の紀元を論じている。一般に
系外銀河では観測的にはドップラー効果により視線方向の速度のみが計測され、速度の絶対的な大きさと方
向（速度ベクトル）は求まらない。本論文では久野・中井（1995）が考案した方法を用いたとはいえ、その
巧妙な手法によって 1個の銀河の全体にわたって速度ベクトルと回転軌道を求めたことは銀河研究において
極めて重要である。さらにその結果から、本論文独自の考案により、1個の分子雲（複合体）におけるシェアー
運動を求め、GMAがシェアー運動によって分裂し、GMCになったことを世界で初めて示した。これらの結
果は銀河研究と分子雲の形成進化の研究において大きな貢献であり、高く評価される。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
